
 

 

 

１．概要  

 豪雨時に、河川氾濫の危険性が高いと想定される箇所やため池など各支所管内２４箇所

に監視カメラを設置し、本庁・各支所及びなかつ情報プラザに設置されるモニターで河川

等を監視するシステムの構築を進めています。運用開始は、令和２年４月１日の予定です。 

◇事業費：242,000千円（全額市債） 

 

２．期待される効果  

 本庁及び各支所でリアルタイムの監視が可能となり、迅速かつ的確な避難情報の発令に

繋がります。また、市民向けには、防災ポータルサイトを利用し、カメラ画像を配信する

とともに、災害時等にはケーブルテレビの自主放送チャンネルでのリアルタイムの映像配

信もできるシステムとなっており、自らの避難行動の判断材料として活用いただけるもの

と考えます。 

 

３．システムのイメージ  

 

 

 

 

 

 

監視用モニター（支所）      監視カメラ映像（イメージ）     カメラ設置場所 

 

 

監視カメラ設備
（全２４箇所）

三光地区 監視制御用端末
（６箇所）

本耶馬渓地区
（７箇所）

耶馬溪地区
（６箇所）

山国地区
（５箇所）

監視制御用端末

監視制御用端末

●監視カメラ設備

　　　・有線（光伝送路）でカメラ映像を各拠点に送信

●一時拠点（各支所）に監視制御端末を設置

　　　・各管内のカメラ映像の監視、制御

　　　・カメラ映像の録画管理

●中央拠点（本庁、なかつ情報プラザ）に監視制御端末を設置

　　　・全地区のカメラ映像の監視、制御

　　　・なかつ情報プラザにおいては、監視カメラ映像の自主放送チャンネルへの

　　　 映像送出及び防災ポータルサイトへの情報発信（静止画）

　　       光伝送路

                          中央拠点
                   （なかつ情報プラザ）

一次拠点
（４支所）

自主放送チャンネル

防災ポータルサイト

光伝送路

リアルタイムで確認可能に！ 

河川に防災監視カメラを設置 

【中津市】R2.2.19（水）定例記者会見資料 

 

【問合先】 

防災危機管理課 門脇、小屋野 

TEL：0979-22-1111（内線 271） 

   

監視カメラ設備 

（全２４箇所） 

 

 


